
.

兵庫県立大学政策科学研究所主催
2022年度 第1回シンポジウム

会場＆
オンライン
同時開催

2022.06.06月
時間 18:00-20:10（17:30開場）

場所 兵庫県民会館パルテホール
神戸市営地下鉄「県庁前」徒歩2分

定員 会場100名･オンライン300名

申込 右QRコードまたは下記URLより要登録
2022年6月3日〆切

講師:

田畑伸一郎 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授

星野真 駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部講師

兵庫県立大学政策科学研究所教授

対論者

共催 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター

参加登録

https://forms.gle/fZXLfNi8dxB6wSLd7

参加無料

βコロナ禍の状況によって会場の席数を制限させていただくことがございます。
ご理解のほど、どうぞよろしくお願い致します。

https://forms.gle/fZXLfNi8dxB6wSLd7


アクセス
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Â 神戸市営地下鉄西神･山手線「県庁前」駅下車, 東出口2より徒歩２分
Â JR神戸線「元町駅」または阪神本線「元町」駅で下車、西改札口より徒

歩7分

Å 会場でのご参加の方にはマスク着用と手指消毒のご協力をお願い致します。
Å オンライン参加の方は事前にZoom アプリをインストールしてください。

後日いただいたメールアドレスにURL等受講情報をお送りします。

趣旨

ロシア軍のウクライナ侵攻は多くの人々の暮らしと命を奪い、蹂躙された街
の惨状は目を覆うばかりである。同時に、侵攻後に生じたエネルギー、鉱物
資源、金融・外国為替市場の混乱は、コロナ禍に疲弊した世界経済にさらな
る打撃と不確実性をもたらしつつある。本シンポジウムでは、侵攻の背景と
ウクライナの現状を踏まえた上で、G7主導の強力な経済制裁下にあるロシア
と、侵攻後もロシアとの緊密な関係を維持する中国とインドの経済に焦点を
当てながら、世界経済の動向を検討する。


